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(57)【要約】
【課題】品質が保障されない非純正品の消耗品を使用す
ることに起因する、装置ダメージリスクや画像品質低下
リスクを低減する。
【解決手段】純正の消耗品の使用を前提とする第１モー
ドと非純正の消耗品の使用を許可する第２モードとが選
択可能な画像形成装置において、装着されている消耗品
が純正か非純正かを判定する消耗品判定手段と、印刷指
示を受け付ける印刷ジョブ受付手段と、前記第１モード
が選択された場合において、前記印刷ジョブ受付手段で
印刷指示された色を再現するために使用する消耗品が、
前記消耗品判定手段により非純正と判定された消耗品を
含む場合は、前記非純正と判定された消耗品を使用する
ことなく、純正と判定された消耗品のみを使用して画像
を形成する画像形成手段と、を少なくとも備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　純正の消耗品の使用を前提とする第１モードと非純正の消耗品の使用を許可する第２モ
ードとが選択可能な画像形成装置において、
　装着されている消耗品が純正か非純正かを判定する消耗品判定手段と、
　印刷指示を受け付ける印刷ジョブ受付手段と、
　前記第１モードが選択された場合において、前記印刷ジョブ受付手段で印刷指示された
色を再現するために使用する消耗品が、前記消耗品判定手段により非純正と判定された消
耗品を含む場合は、前記非純正と判定された消耗品を使用することなく、純正と判定され
た消耗品のみを使用して画像を形成する画像形成手段と、を少なくとも備える、ことを特
徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判定手段によりＫ色の
消耗品のみが非純正と判定された場合は、黒色の出力をＹＭＣ色の消耗品により合成して
画像を形成する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判定手段によりＫ色の
消耗品のみが純正と判定され、かつ、印刷ジョブ受付手段でカラー印刷指示を受け付けた
場合は、カラー画像をグレースケール画像に変換し、Ｋ色の消耗品のみで画像を形成する
、ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判定手段によりＹＭＣ
色の消耗品の内のひとつが非純正と判定され、かつ、印刷ジョブ受付手段でカラー印刷指
示を受け付けた場合は、非純正と判定された消耗品の色を含む色に対して、純正品と判定
された２色の消耗品のみで再現できる特定色に変換して画像を形成する、ことを特徴とす
る請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判定手段によりＫ色が
純正と判定され、ＹＭＣ色の消耗品の内のふたつが非純正と判定され、かつ、印刷ジョブ
受付手段でカラー印刷指示を受け付けた場合は、黒以外のカラー画像を、純正品と判断さ
れた消耗品のみで再現できる特定色に変換して画像を形成する、ことを特徴とする請求項
１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判定手段によりＫ色が
非純正と判定され、ＹＭＣ色の消耗品の内のふたつが非純正と判定された場合は、純正と
判断された消耗品のみの単色で画像を形成する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像
形成装置。
【請求項７】
　前記消耗品は、現像ユニット、トナーカートリッジ、インクボトル、印字ヘッドのいず
れかを含む、ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　コンピュータを、少なくとも、
　請求項１乃至６のいずれか一に記載の画像形成手段として機能させる、ことを特徴とす
る制御プログラム。
【請求項９】
　画像形成装置における画像形成を制御する制御方法であって、
　純正の消耗品の使用を前提とする第１モード、又は、非純正の消耗品の使用を許可する
第２モードを選択させる第１ステップと、
　装着されている消耗品が純正か非純正かを判定する第２ステップと、
　印刷指示を受け付ける第３ステップと、



(3) JP 2009-300694 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

　前記第１モードが選択された場合において、印刷指示された色を再現するために使用す
る消耗品が、非純正と判定された消耗品を含む場合は、前記非純正と判定された消耗品を
使用することなく、純正と判定された消耗品のみを使用して画像を形成する第４ステップ
と、を少なくとも有する、ことを特徴とする制御方法。
【請求項１０】
　前記第４ステップでは、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、Ｋ色の消耗品のみが非純正と判
定された場合は、黒色の出力をＹＭＣ色の消耗品により合成して画像を形成する、ことを
特徴とする請求項９に記載の制御方法。
【請求項１１】
　前記第４ステップでは、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、Ｋ色の消耗品のみが純正と判定
され、かつ、カラー印刷指示を受け付けた場合は、カラー画像をグレースケール画像に変
換し、Ｋ色の消耗品のみで画像を形成する、ことを特徴とする請求項９に記載の制御方法
。
【請求項１２】
　前記第４ステップでは、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、ＹＭＣ色の消耗品の内のひとつ
が非純正と判定され、かつ、カラー印刷指示を受け付けた場合は、非純正と判定された消
耗品の色を含む色に対して、純正品と判定された２色の消耗品のみで再現できる特定色に
変換して画像を形成する、ことを特徴とする請求項９に記載の制御方法。
【請求項１３】
　前記第４ステップでは、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、Ｋ色が純正と判定され、ＹＭＣ
色の消耗品の内のふたつが非純正と判定され、かつ、カラー印刷指示を受け付けた場合は
、黒以外のカラー画像を、純正品と判断された消耗品のみで再現できる特定色に変換して
画像を形成する、ことを特徴とする請求項９に記載の制御方法。
【請求項１４】
　前記第４ステップでは、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、Ｋ色が非純正と判定され、ＹＭ
Ｃ色の消耗品の内のふたつが非純正と判定された場合は、純正と判断された消耗品のみの
単色で画像を形成する、ことを特徴とする請求項９に記載の制御方法。
【請求項１５】
　前記消耗品は、現像ユニット、トナーカートリッジ、インクボトル、印字ヘッドのいず
れかを含む、ことを特徴とする請求項９乃至１４のいずれか一に記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置及び制御方法並びに制御プログラムに関し、特に、消耗品が非
純正品か非純正品かに応じて適切に画像を形成する画像形成装置及び制御方法並びに制御
プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式の画像形成装置では、帯電装置により一様に帯電された感光体ドラムに露
光装置から光を照射して静電潜像を形成し、現像装置で静電潜像にトナーを付着させてト
ナー像として顕像化し、そのトナー像を中間転写ベルトを介して感光体ドラム上から紙媒
体に転写し、その後、定着装置で加熱及び加圧することによりトナー像を紙媒体上に定着
させる処理を行っている。
【０００３】
　このような画像形成装置では、トナーやインクなどの様々な消耗品が使用されるが、こ
の消耗品には正規の会社が提供する純正品とサードパーティが提供する非純正品とがあり
、非純正品を使用した場合に、画像形成装置が故障したり、画像の品質が劣化するなどの
問題が生じる。
【０００４】
　このような問題に対して、従来の画像形成装置には、トナーやインクなどの非純正の消
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耗品を検出した場合に、印字動作を禁止するものがある。また、印字動作を禁止はしない
が、非純正の消耗品による故障リスクや不良画像の発生リスクを回避する為、画像安定化
の回数を増やしたり、現像、転写、定着プロセスを変更したり、システム速度を変更して
印刷する方法も提案されている。また、非純正ユニットの使用をユーザーの意思で使用可
能とし、純正、非純正の検出結果に応じて動作モードを選択制御する方法や、非純正ユニ
ットを検出した場合に、ＵＩ装置（操作パネル等）に別モードへの選択表示をする方法も
提案されている（下記特許文献１、２参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３２６７４０号公報
【特許文献２】特開２００５－３２６７３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の画像形成装置は、非純正品の消耗品装着時には、非純正に適した
動作モードに変更して非純正品の使用を許可するに過ぎず、装置ダメージ緩和や画像品質
向上の為に、純正品とは異なる動作モードによる動作を実施したとしても、非純正品の使
用には、少なからず装置ダメージリスクや画像品質低下リスクを伴う。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、その主たる目的は、品質が保障
されない非純正品の消耗品を使用することに起因する、装置ダメージリスクや画像品質低
下リスクを低減することができる画像形成装置及び制御方法並びに制御プログラムを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明は、純正の消耗品の使用を前提とする第１モードと非
純正の消耗品の使用を許可する第２モードとが選択可能な画像形成装置において、装着さ
れている消耗品が純正か非純正かを判定する消耗品判定手段と、印刷指示を受け付ける印
刷ジョブ受付手段と、前記第１モードが選択された場合において、前記印刷ジョブ受付手
段で印刷指示された色を再現するために使用する消耗品が、前記消耗品判定手段により非
純正と判定された消耗品を含む場合は、前記非純正と判定された消耗品を使用することな
く、純正と判定された消耗品のみを使用して画像を形成する画像形成手段と、を少なくと
も備えるものである。
【０００９】
　本発明においては、前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消耗品判
定手段によりＫ色の消耗品のみが非純正と判定された場合は、黒色の出力をＹＭＣ色の消
耗品により合成して画像を形成する構成とすることができる。
【００１０】
　また、本発明においては、前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消
耗品判定手段によりＫ色の消耗品のみが純正と判定され、かつ、印刷ジョブ受付手段でカ
ラー印刷指示を受け付けた場合は、カラー画像をグレースケール画像に変換し、Ｋ色の消
耗品のみで画像を形成する構成とすることもできる。
【００１１】
　また、本発明においては、前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消
耗品判定手段によりＹＭＣ色の消耗品の内のひとつが非純正と判定され、かつ、印刷ジョ
ブ受付手段でカラー印刷指示を受け付けた場合は、非純正と判定された消耗品の色を含む
色に対して、純正品と判定された２色の消耗品のみで再現できる特定色に変換して画像を
形成する構成とすることもできる。
【００１２】
　また、本発明においては、前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消
耗品判定手段によりＫ色が純正と判定され、ＹＭＣ色の消耗品の内のふたつが非純正と判
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定され、かつ、印刷ジョブ受付手段でカラー印刷指示を受け付けた場合は、黒以外のカラ
ー画像を、純正品と判断された消耗品のみで再現できる特定色に変換して画像を形成する
構成とすることもできる。
【００１３】
　また、本発明においては、前記画像形成手段は、ＹＭＣＫの各色の消耗品の内、前記消
耗品判定手段によりＫ色が非純正と判定され、ＹＭＣ色の消耗品の内のふたつが非純正と
判定された場合は、純正と判断された消耗品のみの単色で画像を形成する構成とすること
もできる。
【００１４】
　また、本発明においては、前記消耗品は、現像ユニット、トナーカートリッジ、インク
ボトル、印字ヘッドのいずれかを含むことが好ましい。
【００１５】
　また、本発明は、コンピュータを、少なくとも、上記いずれか一に記載の画像形成手段
として機能させるものである。
【００１６】
　また、本発明は、画像形成装置における画像形成を制御する制御方法であって、純正の
消耗品の使用を前提とする第１モード、又は、非純正の消耗品の使用を許可する第２モー
ドを選択させる第１ステップと、装着されている消耗品が純正か非純正かを判定する第２
ステップと、印刷指示を受け付ける第３ステップと、前記第１モードが選択された場合に
おいて、印刷指示された色を再現するために使用する消耗品が、非純正と判定された消耗
品を含む場合は、前記非純正と判定された消耗品を使用することなく、純正と判定された
消耗品のみを使用して画像を形成する第４ステップと、を少なくとも有するものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の画像形成装置及び制御方法並びに制御プログラムによれば、品質が保障されな
い非純正品の消耗品を使用することに起因する、装置ダメージリスクや画像品質低下リス
クを低減し、消耗品が非純正品か非純正品かに応じて適切に画像を形成することができる
。
【００１８】
　その理由は、画像形成装置は、純正品の使用を前提とするモードで動作させる場合は、
装着されている複数の消耗品がそれぞれ純正品か非純正品かを判定し、非純正品が含まれ
ている場合には、その非純正品を使用しないで印刷が実行できるように、画像形成動作を
制御するからである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　背景技術で示したように、画像形成装置で使用される消耗品には純正品と非純正品とが
あり、非純正品を使用した場合に、画像形成装置が故障したり、画像の品質が劣化するな
どの問題が生じる。
【００２０】
　この問題に対して、非純正品の使用を前提として動作させる場合に、非純正に適した動
作モードに変更する方法が提案されているが、どのように動作モードに変更しても非純正
を使用することには変わらず、少なからず装置ダメージリスクや画像品質低下リスクが生
じる。
【００２１】
　そこで、本発明では、複数の動作モードのひとつに、純正品の消耗品のみを使用する純
正品モードを設け、その純正品モードを選択した時には、装置に搭載されている複数の消
耗品の中に非純正品が含まれていても、その非純正品を使用しないで印刷できるように画
像形成動作を制御する。
【００２２】
　すなわち、非純正品許可モード選択時は、搭載されている消耗品が純正品か非純正品か
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に関らず受け付けた印刷を実行するのに対し、純正品モード選択時は、装着されている純
正品とは異なる消耗品を使用せず、純正の消耗品だけで印刷可能な画像に変換して出力す
る。これにより、非純正品の消耗品を使用することに起因する、装置ダメージリスクや画
像品質低下リスクを低減することができる。
【実施例】
【００２３】
　上記した本発明の実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の一実施例に係
る画像形成装置及び制御方法並びに制御プログラムについて、図１乃至図５を参照して説
明する。図１は、本実施例の画像形成装置の構造を模式的に示す断面図であり、図２は、
画像形成装置の主要機能を示すブロック図である。また、図３は、本実施例の画像形成装
置の動作を示すフローチャート図であり、図４及び図５は、本実施例の動作モード選択表
の具体例である。
【００２４】
　図１は、本実施例を適用する複合プリンタの構成図であり、この図を参照して印字動作
について概説する。
【００２５】
　画像コントローラ（図示せず）から印字開始要求が画像形成装置に対して送信されると
、印字装置は、給紙ローラ２により給紙カセット１から用紙を給紙し、給紙経路３に沿っ
て移動させ、タイミングセンサ３０に到達した位置で用紙を待機させる。
【００２６】
　一方、転写ベルト駆動ローラ９により転写ベルト８を回転させ、各色の画像を形成する
プロセスユニットＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋにより、前記転写ベルト８上に画像を形成させ、転写ベ
ルト８上に形成された画像位置が２次転写ローラ５位置に到達するタイミングに合わせて
、タイミングローラ４を駆動させ、用紙先端位置と画像位置とを一致させる。
【００２７】
　そして、２次転写ローラ５に転写電圧（約＋２０００Ｖ）を印加することにより、転写
ベルト８上の画像を形成しているトナー（本画像形成装置では、マイナスに帯電したトナ
ー）を、対向ローラ６と２次転写ローラ５との間を通過する用紙上に転写させる。転写さ
れたトナー画像は、定着ローラ７により、用紙に定着される。
【００２８】
　定着された用紙は水平搬送部６０により排紙トレー１０に搬送される。この水平搬送部
６０には、用紙を検出するための水平搬送部センサ６１が設けられており、水平搬送部６
０を通過する用紙の検出を行う。
【００２９】
　スキャナ部４０は、水平搬送部６０でＪＡＭが発生した場合に、ＪＡＭ処理が出来るよ
うに開閉可能となっている。また、スキャナ部４０には、原稿の画像を読み取るためのＣ
ＣＤ（Charge Coupled Devices）及び露光ランプを備えた走査ユニット４１が設けられて
おり、プラテンガラス４２に載せられた原稿をスキャンし、読み取りを行う。
【００３０】
　スキャナ部４０の上部には、原稿を自動搬送するための原稿搬送装置５０が装着されて
おり、原稿トレー５１に積載された原稿を、スキャナ４０の読み取り位置４３に搬送し、
原稿を搬送しながら読み取りを行い、原稿排紙トレー５３に排出する。
【００３１】
　スキャナ部４０及び原稿搬送部５０で読み取られた原稿の画像データは、図示していな
いスキャナコントローラに送られ、図示していない画像コントローラにて画像処理され、
コピー動作が指定された場合はプリンタに出力し、スキャン動作が指定された場合は、画
像データに変換して出力し、ＦＡＸ動作が指定された場合にはＦＡＸ送信される。
【００３２】
　次に、図２を参照して本実施例の画像形成装置の制御について説明する。
【００３３】
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　プリンタ制御部は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）と、制御ファームウエアを格
納するＲＯＭ（Read Only Memory）と、ファームウエア実行時のパラメータ等のデータを
格納したり、データ処理を実施する為のデータ作業領域としてのＲＡＭ（Random Access 
Memory）などから構成される。このプリンタ制御部には、各種センサからの情報が入力さ
れ、ＣＰＵによる処理判断に使用される。また、プリンタ制御部は、モータを駆動し、用
紙搬送や作像処理を実行する。
【００３４】
　プロセスユニットは、画像を形成するためのユニットであり、現像、転写、定着の機能
を有する。
【００３５】
　画像制御部は、原稿を読み取るためのスキャナ部と、原稿をスキャナ部に搬送する原稿
搬送部と、操作者に装置情報を表示したり操作者の指示を受ける操作パネル部と、ＦＡＸ
やＬＡＮ（Local Area Network）に代用される外部ネットワークと、に接続され、上位の
制御を処理し、画像形成動作をプリンタ制御部に指示する。
【００３６】
　また、ＮＶ（Non－Volatile）メモリを搭載した複数の消耗品は、プリンタ制御部に接
続され、プリンタ制御部は、消耗品に搭載されているＮＶメモリ内の情報より、消耗品の
情報を入手する。この消耗品の情報の中には、本実施例の制御の対象となる消耗品が純正
品か非純正品かを判定するための情報だけでなく、仕向け情報や消耗品の消費度合い、作
像時の最適制御を選択判断するための情報等が格納されている。
【００３７】
　また、上記プリンタ制御部や画像制御部（以下、単に制御部と呼ぶ。）は、装着されて
いる複数の消耗品がそれぞれ純正品か非純正品かを判定する消耗品判定手段、印刷指示を
受け付ける印刷ジョブ受付手段、設定された動作モード（純正品モード／非純正品許可モ
ード）と消耗品の情報（純正品／非純正品）と印刷ジョブの種類（カラー／モノクロ）と
に基づいて、画像を形成する画像形成手段としても機能する。特に、画像形成手段は、純
正品の使用を前提とする純正品モードが選択された場合には、それぞれの消耗品が純正品
か非純正品であるかに応じて、印刷指示された画像データの色を純正品だけを使用して印
字可能な画像データに変換するように、画像を形成する。なお、上記制御部の各手段は、
ハードウェアとして構成してもよいし、ソフトウェア（コンピュータを上記各手段として
機能させる制御プログラム）として構成してもよい。
【００３８】
　次に、図３を参照して、本実施例の画像形成装置の動作について説明する。
【００３９】
　まず、ステップＳ１０１で、操作者は、装置に搭載された液晶パネルやＬＥＤ、スイッ
チ等で構成されたＵＩ装置にて、動作モードを設定する。本実施例では、純正品の消耗品
をのみを使用する「純正品モード」と、装着されている消耗品が純正品か非純正品かを問
わない「非純正品許可モード」の２通りの動作モードの選択が可能である。なお、動作モ
ードは２種類に限定されるものではなく、動作に差異があれば、３種類以上の動作モード
が選択できるようにしても良い。また、動作モードの設定は、ネットワークを含むインタ
ーフェイス手段にて装置に接続された情報端末装置から行っても良い。
【００４０】
　次に、ステップＳ１０２で、制御部（制御プログラム）は、設定された動作モードを判
定し、動作モードが「純正品モード」であればステップＳ１０３に移行し、動作モードが
「非純正品許可モード」であれば、ステップＳ１０７に移行する。
【００４１】
　動作モードが「純正品モード」の場合は、ステップＳ１０３で、制御部（制御プログラ
ム）は、搭載されている個々の消耗品が純正品か非純正品かを判定する。純正品か非純正
品かの判定方法は特に限定されないが、それぞれの消耗品に搭載されているＮＶメモリに
格納されているデータを読み出して判定する方法が最も一般的な方法である。
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【００４２】
　次に、ステップＳ１０４で、制御部（制御プログラム）は、消耗品の情報取得後、印刷
ＪＯＢの受付を待つ。そして、印刷ジョブを受け付けた場合はステップＳ１０５へ進む。
【００４３】
　次に、ステップＳ１０５で、制御部（制御プログラム）は、予め記憶した動作モード選
択表を参照し、消耗品の純正／非純正の判定結果と、受け付けた印刷ＪＯＢがカラーＪＯ
ＢかモノクロＪＯＢかに基づいて、動作モードを決定する。この動作モード選択表につい
ては後述する。
【００４４】
　そして、ステップＳ１０６で、制御部（制御プログラム）は、決定された動作モードに
応じてプロセスユニットに印刷を実行させる。その際、全ての消耗品が非純正品であった
場合等、特定の条件が揃った場合は印刷を禁止し、印刷不能である旨を画像形成装置のＵ
Ｉ装置や情報端末装置画面に表示させる。
【００４５】
　ステップＳ１０２で動作モードが「非純正品許可モード」の場合は、ステップＳ１０７
で、制御部（制御プログラム）は、搭載されている個々の消耗品が純正品か非純正品かを
判定し、ステップＳ１０８で、印刷ＪＯＢの受付を待つ。そして、印刷ジョブを受け付け
た場合はステップＳ１０９へ進む。
【００４６】
　次に、ステップＳ１０９で、制御部（制御プログラム）は、消耗品の判定結果より、搭
載されている消耗品が全て純正品か非純正品かを判断する。消耗品全てが純正品の場合は
ステップＳ１１４で、動作モードを「純正品モード」に切り替え、印刷を実行する。
【００４７】
　一方、消耗品の中に非純正品が含まれる場合は、ステップＳ１１０で、制御部（制御プ
ログラム）は、非純正品を使用した履歴ログを格納する。ログは本体に搭載されたＮＶ－
ＲＯＭ（消耗品に搭載されたＮＶ－メモリとは異なるもので、図２では図示していない。
）に記録し、消耗品の使用履歴をサービス保証の判定に活用する。
【００４８】
　次に、ステップＳ１１１で、制御部（制御プログラム）は、受け付けた印刷ＪＯＢがカ
ラーＪＯＢかモノクロＪＯＢを判断する。
【００４９】
　受け付けた印刷ＪＯＢがカラーＪＯＢの場合は、ステップＳ１１２で、制御部（制御プ
ログラム）は、搭載されているＹＭＣＫ全ての消耗品を使用して、プロセスユニットにカ
ラー印刷を実行させる。このとき、非純正の消耗品による故障リスクや不良画像の発生リ
スクを回避する為、画像安定化の回数を増やしたり、現像、転写、定着プロセスを変更し
たり、システム速度を変更しても良い。
【００５０】
　一方、受け付けた印刷ＪＯＢがモノクロＪＯＢの場合は、ステップＳ１１３で、制御部
（制御プログラム）は、搭載されているＫ色消耗品を使用して、プロセスユニットにモノ
クロ印刷を実行させる。このときも、非純正の消耗品による故障リスクや不良画像の発生
リスクを回避する為、画像安定化の回数を増やしたり、現像、転写、定着プロセスを変更
したり、システム速度を変更しても良い。
【００５１】
　次に、図４を参照して純正品モード選択時の動作モードについて説明する。
【００５２】
　図４は、純正品モード選択時に参照される動作モード選択表であり、純正品のみを使用
することを条件とする動作モードの一覧を示している。例えば、搭載されている４色の消
耗品それぞれが純正か非純正かの組み合わせは１６通りとなる。その１６通りの判定結果
毎に、印刷ＪＯＢがカラーＪＯＢかモノクロＪＯＢかの２通りがあり、合計３２通りの組
み合わせとなる。以下、個別に説明する。
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【００５３】
　４色全ての消耗品が純正品の場合は、カラーＪＯＢ、モノクロＪＯＢ共に色再現に必要
な消耗品を使用して印刷を実施する。
【００５４】
　Ｋ消耗品が純正品と判定された状態で、モノクロＪＯＢを受け付けた場合は、Ｋ消耗品
を使用してモノクロ印刷を実施すれば良く、ＹＭＣの消耗品が純正品か非純正品かの判定
には影響されない。
【００５５】
　Ｋ色のみ非純正の場合、Ｋ色の消耗品を使用しない作像を行う。黒色は純正品消耗品Ｙ
ＭＣを重ね合わせて合成色で再現して印刷を実施する。
【００５６】
　ＹＭＣ色のうちのひとつだけが非純正品と判定され、かつ、Ｋ色の消耗品が純正品と判
定された状態で、カラーＪＯＢを受け付けた場合、黒部分はＫの消耗品で作像し、カラー
部は純正品と判定された２色の消耗品で再現できる複数の色に変換して印刷を実施する。
その場合、色調は同じで濃度を異ならせた画像でも良い。
【００５７】
　ＹＭＣ色のうちのひとつだけが非純正品と判定され、かつ、Ｋ色の消耗品が非純正品と
判定された状態で、カラーＪＯＢを受け付けた場合、純正品と判断された２色の消耗品で
再現できる複数の色に変換して印刷を実施する。画像データの黒部分は、純正品と判断さ
れた２色で再現できる最も高濃度の色で再現し、有色部は黒で合成した色と明確に異なる
色で表現し、黒部と色部の違いが分かる画像を作像し印刷する。
【００５８】
　ＹＭＣ色のうちのひとつだけが純正品と判定され、かつ、Ｋ色の消耗品が純正品と判定
された状態で、カラーＪＯＢを受け付けた場合、黒部分はＫの消耗品で作像し、カラー部
は純正品と判断された１色の消耗品で印刷し、いわゆる２色刷り画像に変換して印刷する
。カラー部の濃度は１種類でも良いし、濃度を異ならせて色イメージを再現してもよい。
【００５９】
　ＹＭＣ色のうちのひとつだけが純正品と判定され、かつ、Ｋ色の消耗品が非純正品と判
定された場合は、１色の純正品だけの単色画像に変換して印刷する。
【００６０】
　Ｋ色のみが純正品と判定された状態で、カラーＪＯＢを受け付けた場合は、モノクロの
グレースケール画像または線画と呼ばれる黒の２値画像に変換して印刷を実施する。
【００６１】
　ＹＭＣＫ全ての消耗品が非純正品と判断された場合は、カラーＪＯＢ、モノクロＪＯＢ
共に印刷動作を禁止する。この場合のみ、印刷ＪＯＢを受け付ける前にＵＩ装置等に印刷
禁止状態であることを表示することが望ましいが、印刷ＪＯＢを受け付けたタイミングで
印刷禁止を表示しても良い。
【００６２】
　なお、図４で提示した動作モードは一例であり、個々の動作モードは非純正品を使用し
ないで動作するモードであればよく、上記説明に限定されない。
【００６３】
　次に、図５を参照して非純正品モード選択時の動作モードについて説明する。
【００６４】
　図５は、非純正品許可モード選択時に参照される動作モード選択表である。この場合の
動作モードの組み合わせは、搭載されている４色の消耗品全てが純正品かいずれかが非純
正品かの２通りに、印刷ＪＯＢがカラーＪＯＢかモノクロＪＯＢかの２通りを掛け合わせ
た４通りとなる。以下、個別に説明する。
【００６５】
　「非純正品許可モード」の設定にて、搭載された消耗品に非純正品が含まれる場合は、
カラーＪＯＢ、モノクロＪＯＢかに応じて、必要な色の消耗品を使用して作像して印刷動
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作を実行する。その際、印刷と同時に、装置メンテナンス時の参考情報として、非純正の
消耗品を用いた印刷を実行した履歴を本体に残す。但し、このとき非純正の消耗品による
故障リスクや不良画像の発生リスクを回避する為、画像安定化の回数を増やしたり、現像
、転写、定着プロセスを変更したり、システム速度を変更しても良い。
【００６６】
　「非純正品許可モード」の設定にて、搭載された消耗品が全て純正の場合、ユーザーに
設定が誤ったと判断し、非純正消耗品を用いた印刷を実行した履歴を本体に残さないため
に純正品モードへ戻して印刷を継続する。
【００６７】
　このように、純正品モード選択時は、装着されている純正品とは異なる消耗品を使用す
ることなく、純正の消耗品だけで印刷可能な画像に変換して出力するため、非純正の消耗
品を使用することに起因する、装置ダメージリスクや画像品質低下リスクを低減すること
ができる。
【００６８】
　なお、上記実施例では、画像形成装置に対して本発明の制御を実行したが、本発明は上
記実施例に限定されるものではなく、純正品と非純正品とが使用される任意の装置に対し
て同様に適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明は、プリンタやＭＦＰ（Multi Function Peripheral）等の画像形成装置、及び
、その画像形成装置における消耗品の使用制御に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施例に係る画像形成装置（複合プリンタ）の構造を模式的に示す断
面図である。
【図２】本発明の一実施例に係る画像形成装置の主要機能を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施例に係る画像形成装置の動作を示すフローチャート図である。
【図４】純正品モード選択時に参照される動作モード選択表の一例である。
【図５】非純正品許可モード選択時に参照される動作モード選択表の一例である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　給紙カセット
　２　給紙ローラ
　３　給紙経路
　４　タイミングローラ
　５　２次転写ローラ
　６　対向ローラ
　７　定着ローラ
　８　転写ベルト
　９　転写ベルト駆動ローラ
　１０　排紙トレー
　３０　タイミングセンサ
　４０　スキャナ部
　４１　走査ユニット
　４２　プラテンガラス
　４３　読み取り位置
　５０　原稿搬送装置
　５１　原稿トレー
　５３　原稿排紙トレー
　６０　水平搬送部
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　６１　水平搬送部センサ

【図１】 【図２】
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